
報告会 オホーツク圏域

日時：2024年1月25日（木）15：30～17：00

場所：北海道看護協会（Web開催）

プログラム
15：30 開会挨拶 北海道看護協会 会長 髙橋 久美子
15：35 実地研修（訪問看護ステーション出向支援事業）について 北海道看護協会 事業部事業課事業係 主事 齊籐 直美
15：40 実地研修実施報告

北見赤十字病院 看護部長 佐々木 敦美、看護師 大川 味果・安田 景子
北見西部地域訪問看護ステーション 所長 坂下 真紀

16：30 情報提供
北網支部施設間交流について 北海道看護協会 北網支部 支部長 能登 明美
管内の在宅医療の取り組み状況について 北見保健所 企画総務課 保健推進係長 石川 希望

16：55 閉会挨拶 北海道看護協会 常務理事 山本 純子

参加者：34名

佐々木看護部長からは、自施設の外来看護の目指す方向、外来看護師の役割、継続看護委員会の取り組みなどが紹介され、本事業への参加の
目的について、在宅療養支援の実際を知ることで退院調整・在宅復帰支援の強化を図ること、出向先との看看連携に繋がることへの期待など
が話された。
大川看護師からは、訪問看護の実際、利用者の生の言葉から、訪問看護師の力、在宅の力を実感した。退院支援において病棟看護師に求めら
れていることはACPであり、医療上と生活上の課題と目標を地域と共有して継続看護につなげること、病院看護師・訪問看護師それぞれの強
みを生かして情報共有をしていくことが課題として述べられた。
安田看護師からは、研修をとおして、医療関係者が介護に関する情報を十分に持ち合わせておらず在宅の視点が少ないことを振り返り、在宅
療養支援の視点とスキルを身につけ、患者ごとの多様な社会背景、意向を把握することが必要である。地域のケアマネジャーや訪問看護師へ
の情報提供が継続的で効果的な在宅ケアの鍵となると述べられた。
坂下所長からは、スタッフの感想として、「訪問看護の実際をみてもらったことで今後連携をとりやすい、北見赤十字病院について知ること
ができた、訪問看護の魅力について再認識できた、利用者が外来で知っている看護師が来てくれてとても喜んでいた、ベテラン看護師なので
訪問時にケアについて相談し心強かった。」などが紹介された。訪問看護の理解が深まり、顔の見える関係で、今後の連携強化への期待が述
べられた。


